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12月議会の焦点だった、布袋市営無料駐輪場の存続問題。最終日、

建設産業委員会から提出された修正案を賛成多数で可決しました。 

修正案は、市が廃止する議案として提出した駐輪場のうち、ふれあい

会館横の2か所を存続させる内容です。これによって、当初の全廃案

から、市が1か所存続の議案に変更、さらに議会が修正し3か所（図

の②③④）を存続させることで決着しました。残念ながら駅に最も近い

1か所（図の①）は廃止となります。 

日本共産党市議団は、駐輪場利用者に緊急ネットアンケートを実施。

寄せられた強い反対の声を、市長、市幹部や全ての議員に届けて存続の

必要性を訴えました。アンケート結果を利用者にも返し、市長や議員に

対し利用者自らが声を上げて市政を変えようと働きかけてきました。 

議会内では他会派議員と力を合わせて、修正案の可決のために頑張り

ました。市民、利用者の声が議会を動かし、市政を動かしました。 

この結果は、江南駅周辺の無料駐輪場の有料化を止める今後の運動に

もつながります。 

 

 発端となった、高架下の名鉄有料駐輪場700台

は12月22日に開設予定。オープンセール価格と

して1か月間は1日78円。その後は現金で120

円。マナカ利用の場合は90円とのこと。 

 市は学生や高齢者の料金割引制度を作るよう、名

鉄に要請していることを明らかにしました。 

 12月議会最終日に、人事院勧告に準じて市職員の給与等を引き

上げる条例改正と、議員、市長など特別職の期末手当0.1か月分の

引き上げ、関連する補正予算が提出されました。 

 党議員団は議員、市長など特別職の期末手当の引き上げと関連予

算に反対。また、人勧に伴う会計年度任用職員の報酬引き上げだけ

を、国からの通知に反して今年４月に遡及適用しない市の方針を強

く批判しました。 

 

性的マイノリティのカップルと家族に社会的な承認 

来年2月1日から、江南市でパートナーシッ

プ・ファミリーシップ宣誓制度を始めることが分

りました。2022年6月議会で、制度を求める請

願が採択されたことを受け導入されるものです。

（党議員団は紹介議員として採択に尽力しました） 

この制度は、同性どうしの婚姻が法的に認められていない日本で、

自治体が独自にパートナーであることを認め、証明書を交付。市営住

宅への家族としての入居など様々な行政サービスや社会的な配慮を

受けやすくする制度です。カップルに生計同一の未成年の子がいる場

合は、ファミリーシップを宣誓することで、子どもを含め家族である

ことを市が証明します。 

法律上の効力（相続、税金の控除等）は生じませんが、性的少数者

の生きづらさや悩みが軽減できると言われています。 

来年度から3年間の第9期介護保険事業計画・高

齢者福祉計画（案）がまとまり発表されました。 

積みあがった基金（剰余金）約７億６千万円は、

高齢者から保険料を取りすぎた結果だとして、党議

員団は全額を取り崩し次期介護保険料を引下げるよ

う求めてきました。 

計画では、基金残高の約８割にあたる６億円を取

り崩し、また市独自に所得段階区分を16段階にさ

らに細分化。高額所得層の負担を増やし、介護保険

料の上昇を抑制する方針です。 

それでも基準月額は第8期より4.2％アップの

5,573円に。国の方針が未確定のため暫定値となっ

ていて、最終的にさらに上がるおそれもあります。 
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